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八剣神社のどんど焼き

平成２２年度決算・・・・・・・・・・・２～５

平成２３年度補正予算・・・・・・・・・・・６

条例の制定・改正、その他の議案、新しい人事・・７

意見書、請願、陳情・・・・・・・・・・・・８

質疑・答弁から・・・・・・・・・・・９～１０

知りたいこと 望むこと（一般質問）・・１１～１３

全員協議会・・・・・・・・・・・・１４～１５

新年のごあいさつ、ちょっと一言、表紙の紹介・１６

12 月定例議会は、12 月７日から 21 日までの 15 日間の会期で開催され、町長から提案された議案や９月定例議会で継続審査となって
いた議案など 25 議案を審議しました。
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■会計別の決算状況

会　　計　　名 歳　入
（財源）

歳　出
（使いみち）

歳出の前年度
との比較（％）

一　　般　　会　　計 68億9,819万円 68億1,701万円 105.8％

特 

別 

会 

計

国民健康保険事業 19億8,087万円 20億3,877万円 98.9％
老人保健事業 682万円 682万円 56.8％
かんがい施設維持管理運営費 8,180万円 8,179万円 147.6％
後期高齢者医療 ２億 289万円 ２億 226万円 106.1％
住宅新築資金等 320万円 317万円 234.8％
流域関連公共下水道事業 ７億 780万円 ６億9,027万円 92.6％
谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 731万円 730万円 93.8％

水 道 事 業 会 計
収益的収支 ３億 160万円 ２億8,117万円 92.1％
資本的収支 １億3,484万円 １億8,622万円 132.0％

病 院 事 業 会 計
収益的収支 27億7,495万円 25億9,964万円 97.1％
資本的収支 １億 652万円 １億9,172万円 78.6％

介護老人保健施設事業会計
収益的収支 ３億4,320万円 ３億2,573万円 103.7％
資本的収支 66万円 2,231万円 111.6％

平成22年度決算を認定
９月議会で継続審査としていた各会計の決算を審議の結果、一般会計、国民健康保険事業特別会計、
住宅新築資金等特別会計を賛成 10・反対２で、その他の会計を全員賛成で認定しました。

　

平
成
22
年
度
は
、
日
本
政
府
が
円
高
・
デ
フ
レ
に
対
す
る
緊
急

総
合
経
済
対
策
と
し
て
「
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」
と
「
住
民

生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」
か
ら
な
る
「
地
域
活
性
化
交
付
金

事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
町
も
、
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
等
を
重
点
と
し
た
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
等
に
よ
り
、

普
通
交
付
税
の
追
加
交
付
等
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
昨
年
度
よ
り
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
財
政
体
質
を
健
全
化
し
つ
つ
、
創
造
性
・
自
立

性
を
高
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
適
正
配
分
と
経
費
支
出
の
効
率
化

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
一
般
会
計
決
算　
68
億
１
７
０
１
万
円

前
年
比 

３
億
７
０
９
０
万
円
の
増
加屋根の改修工事をした町立体育館

（地域活性化・きめ細かな臨時交付金を活用）

地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業など
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平
成
22
年
度
決
算
の
歳
入

を
見
る
と
、
主
な
財
源
は
町

税
や
地
方
交
付
税
、
国
・
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
で
、
地

方
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金

は
全
体
の
約
50
％
を
占
め
、

国
・
県
へ
の
依
存
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

予
算
が
流
動
的
・
他
動
的
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
補
正

を
行
う
こ
と
は
最
小
限
に
と

ど
め
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
主
な
事
業
と

し
て
地
域
活
性
化
き
め
細
か

な
臨
時
交
付
金
事
業
、
地
域

活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
事
業
、
公
立
学
校
耐

震
補
強
工
事
、
子
ど
も
手
当

に
係
る
事
業
等
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
当
初
と
最
終
の
予
算

に
大
き
な
差
が
あ
る
款
が
あ

り
ま
す
が
、
予
算
の
執
行
状

況
及
び
事
務
事
業
の
実
施
状

況
か
ら
や
む
を
得
な
い
も
の

が
あ
り
、
妥
当
な
予
算
編
成

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
財
源
の
柱
で

あ
る
町
税
の
徴
収
に
つ
い
て

は
、
人
的
コ
ス
ト
を
か
け
る

こ
と
が
収
納
率
の
向
上
に
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
町
の
人
員
に
も
限
界
が

あ
り
、
無
制
限
に
対
応
で
き

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
限
ら
れ
た
資
源
（
人
員
等
）

で
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た

め
に
は
効
率
的
・
効
果
的
に

債
権
管
理
を
進
め
、
払
え
る

の
に
払
わ
な
い
と
い
う
悪
質

な
滞
納
者
に
は
、
差
押
え
を

中
心
と
し
た
滞
納
処
分
を
行

い
、
町
と
し
て
強
い
態
度
に

出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
負
担
の
公
平
性
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
現
年
度
課
税
分
が

滞
納
繰
越
と
な
ら
な
い
よ

う
、
滞
納
が
あ
れ
ば
早
期
納

入
に
つ
な
が
る
よ
う
徴
収
努

力
を
期
待
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
は
、
５
７
９
０
万
円
の

赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
医
療
費
抑
制
に
あ
た
っ
て

創
意
工
夫
を
し
、
保
険
事
業

の
安
定
に
努
力
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

は
、
平
成
20
年
度
で
事
業
が

終
了
し
、
精
算
の
た
め
平
成

22
年
度
ま
で
特
別
会
計
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

か
ん
が
い
施
設
維
持
管
理

運
営
費
特
別
会
計
の
歳
入

は
、
繰
入
金
の
増
加
に
よ
り

２
６
３
９
万
円
、歳
出
も
事

業
費
や
積
立
金
の
増
に
よ
り

同
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
適
正
に
運
用
さ
れ
る

よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
は
、
老
人
保
健
に
替
わ
る

制
度
と
し
て
平
成
20
年
度
に

始
ま
り
、
平
成
22
年
度
は
６

４
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
適
正
に
運
用

さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

谷
山
池
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
水

利
施
設
維
持
管
理
運
営
費
特

別
会
計
は
、
実
質
収
支
６
千

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
適
正
に
運
用
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
１
５
２
５
万
円

の
純
利
益
を
あ
げ
、
健
全
な

運
営
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
安
全
で
お
い
し
い
水

の
供
給
の
た
め
、
さ
ら
な
る

努
力
を
期
待
し
ま
す
。

 

病
院
事
業
会
計
は
、１
億
７

２
０
５
万
円
の
純
利
益
を
あ

げ
、収
益
の
増
加
、費
用
の
削

減
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
を
評

価
し
ま
す
。
今
後
も
財
政
体

質
の
改
善
を
図
り
な
が
ら
安

定
的
な
収
益
確
保
に
向
け
た

医
療
供
給
体
制
の
整
備
に
努

め
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

 

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会

計
は
、
昨
年
に
続
き
１
７
４

１
万
円
の
純
利
益
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
今
後
も
健
全
経
営

に
向
け
た
良
質
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
施
設
運
営
に
努
め

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

～ 
監
査
報
告
書
か
ら 

～

  
22
年
度
決
算
を
見
る

そ
の
他
の
会
計

一 

般 

会 
計

１億2,300万円町税滞納額

■税目別の滞納額
平成20年度 平成21年度 平成22年度

町　民　税 8,011万円 8,217万円 5,987万円
固定資産税 １億 945万円 9,962万円 5,779万円
軽自動車税 697万円 707万円 606万円

合　計 １億9,653万円 １億8,886万円 １億2,372万円

■納入金の未納額
平成20年度 平成21年度 平成22年度

町営住宅家賃 1,132万円 1,252万円 1,416万円
保　 育　 料 400万円 436万円 452万円
国　 保　 税 １億4,370万円 １億3,936万円 １億1,048万円
住宅新築資金貸付金 2,899万円 2,888万円 2,861万円

■収入未済額と不納欠損額の推移
平成20年度 平成21年度 平成22年度

収入未済額 ２億1,196万円 ２億 587万円 １億4,252万円

不納欠損額 1,691万円 1,846万円 5,304万円

合　計 ２億2,887万円 ２億2,433万円 １億9,556万円

▶不納欠損（ふのうけっそん）
　地方税法の規定により、滞納分の徴収金を徴収できなくなったとして消滅させること。



平 成 ２ ２ 年 度

一　般　会　計
（財源）歳入

68億9,819万円

歳入決算額
68億9,819万円

（100％）

町税
17億2,224万円

（25.0％）

諸収入
1億7,080万円

（2.5％）

使用料及び手数料
1億6,897万円

（2.4％）

自主財源
町が自主的に
　集めることが
　　できるお金

国や県から交付
されるお金
や借金

依存財源

22億
8,626万円
（33.1％）

46億
1,193万円
（66.9％）

地方交付税
24億1,940万円

（35.1％）

町債
7億8,744万円
（11.4％）

　国庫支出金
6億1,294万円
（8.9％）

県支出金
4億5,985万円

（6.7％）

■町税の内訳
税　目 収　入　額 割合（％）

町　民　税 7億 726万円 41.1％

固定資産税 8億5,096万円 49.4％

軽自動車税 3,823万円 2.2％

町たばこ税 1億2,579万円 7.3％

合　計 17億2,224万円 100％

22億5,939万円平成20年度

■地方交付税の推移

平成21年度

平成22年度

0　　　　　10億　　　　20億

22億2,325万円

24億1,940万円
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・分担金及び負担金
9,255 万円（1.3％）

・繰越金　　7,970 万円（1.2％）
・財産収入　4,307 万円（0.6％）
・繰入金　　　761 万円（0.1％）
・寄附金　　　132 万円（0.0％）○児童保護費負担金　3,370 万円

○障害者自立支援給付費等負担金
7,380 万円

○児童手当及び子ども手当交付金
3,164 万円

○重度心身障害者医療費補助金
1,604 万円

○国民健康保険基盤安定負担金
4,550 万円

○後期高齢者医療保険基盤安定負担金
3,643 万円

○児童保護費負担金　5,414 万円
○障害者自立支援給付費等負担金

1 億 4,417 万円
○児童手当及び子ども手当交付金

1 億 9,113 万円
○国民健康保険基盤安定負担金

664 万円

・地方消費税交付金
1 億 5,994 万円（2.3％）

・地方譲与税　8,134万円（1.2％）
・地方特例交付金

  2,959 万円（0.4％）
・ゴルフ場利用税交付金

2,630 万円（0.4％）

・自動車取得税交付金
2,213 万円（0.3％）

・利子割交付金　621万円（0.1％）
・交通安全対策特別交付金

349 万円（0.1％）
・配当割交付金　246万円（0.0％）
・株式等譲渡所得割交付金

85 万円（0.0％）

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するとは限りません。



平 成 ２ ２ 年 度

一　般　会　計歳出（使いみち）

68億1,701万円

総務費
14億8,114万円

（21.7％）

議会費
8,744万円
（1.3％）

災害復旧費
260万円
（0.0％）

民生費
22億1,449万円

（32.5％）

衛生費
8億2,716万円

（12.1％）

土木費
4億4,489万円

（6.5％）

教育費
5億2,915万円

（7.8％）

公債費
7億2,976万円

（10.7％）

消防費
3億4,027万円

（5.0％） 歳出決算額
68億1,701万円

（100％）
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商工費
4,142万円
（0.6％）

農林水産業費
8,274万円
（1.2％）

労働費
3,595万円
（0.5％）

○山田川水利組合負担金
700 万円

○道路橋梁費　　  4,364 万円
○町営住宅管理費  4,176 万円
○大谷自然公園指定管理料

654 万円
○流域関連公共下水道事業
　繰出金　　  2 億 7,809 万円

○商工会補助金　　　400 万円
○元気まつり補助金　180 万円
○代替バス補助金　　366 万円
○西川線、中山・中間線路線バス
　運行負担金　　　1,692 万円

○農地・水・環境保全向上活動
　支援事業　　　　　266 万円
○水田農業担い手機械導入支援
　事業補助金　　　1,093 万円
○計画転作互助方式推進事業
　補助金　　　　　1,779 万円

○病院群輪番制病院事業　　　　　 472 万円
○各種予防接種事業　　　　　　 2,386 万円
○葬斎場運営に関わる経費　　　 3,468 万円
○健康増進事業　　　　　　　　 2,033 万円
○母子保健対策事業　　　　　　 1,335 万円
○し尿処理に関わる経費　　1 億 805 万円
○じん芥処理に関わる経費　3 億 1,638 万円
○小型浄化槽整備補助金　　　　　 953 万円

○後期高齢者医療給付負担金
1 億 9,947 万円

○介護保険広域連合負担金
2 億 3,817 万円

○障害者自立支援事業
2 億 9,590 万円

○私立保育所運営費負担金
1 億 5,719 万円

○子ども手当 2 億 3,527 万円
○総合福祉センター指定管理料

7,716 万円
○重度心身障害者医療対策事業

5,827 万円
○国民健康保険基盤安定負担金

6,951 万円

○鞍手駅関連施設管理委託料　　　614 万円
○交通安全施設整備費　　　　　　446 万円
○戸籍総合システム機器等使用料　514 万円
○町長・町議会議員補欠選挙　　　606 万円

○直鞍広域消防負担金
2 億 7,103 万円

○防火水槽新設工事　431万円
○消防自動車購入　3,801 万円

○外国青年（ALT）招致事業
511 万円

○町立学校耐震補強関係経費
1 億 1,771 万円

○町立体育館屋根改修工事
3,155 万円

○武道館屋根改修工事
1,522 万円

○議員報酬　　　  4,088 万円
○政務調査費　　　  135 万円
○会議録速記料　　  289 万円

総合福祉センター建設等の
借入金など

○九州労働金庫預託金
1,000 万円



平成 24 年１月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.93 ⑥

◉
一
般
会
計  

３
億
２
４
１
２
万
円
を
追
加

福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会
及
び

　
　
　
福
岡
県
町
村
会
か
ら
の
交
付
金
等

豊翔館（旧鞍手分校）の耐震補強工事の様子

　

歳
入
で
は
、
福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会
及

び
福
岡
県
町
村
会
か
ら
の
交
付
金
や
福
岡
県

産
炭
地
活
性
化
基
金
助
成
金
な
ど
に
伴
う
補

正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
退
職
手
当
や
病
院
事
業
会
計

へ
の
繰
出
金
な
ど
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
結
果
、
３
億
２
４
１
２
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
66
億
３
７
４
５
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

（
賛
成
10
・
反
対
２
で
可
決
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

（
賛
成
10
・
反
対
２
で
可
決
）

○
鞍
手
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
鞍
手
町
水
道
事
業
会
計

○
鞍
手
町
病
院
事
業
会
計

○
鞍
手
町
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計

○
鞍
手
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
鞍
手
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

一般会計補正予算のうち主なもの
歳入（収入）
　○国庫支出金追加　　　　　　　　900 万円
　○繰入金追加　　　　　　　１億 5,423 万円
　○諸収入追加　　　　　　　１億 1,947 万円
　○町債追加　　　　　　　　　　 3,410 万円

歳出（支出）
　○退職手当追加　　　　　　１億 285 万円
　○財政調整基金積立金追加　１億 1,000 万円
　○病院事業繰出金追加　　　１億 1,675 万円

そ
の
他
の
予
算

　この補正予算の中身については、先の臨時議会の
中で審議した人事院勧告に基づく職員給与の改定が
措置され、過去に遡って減額するという中身も含ま
れていることから、この議案第 83 号と 86、87、
88、89 号、これに係わる予算については全て反対
します。

（宇田川　亮）

※議案 83 号　一般会計補正予算
　議案 86 号　流域関連公共下水道事業特別会計
　　　　　　　補正予算
　議案 87 号　水道事業会計補正予算
　議案 88 号　病院事業会計補正予算
　議案 89 号　介護老人保健施設事業会計補正予算

論

平成２３年度補正予算



（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

鞍
手
町
に
定
住
す
る
目
的

を
も
っ
て
住
宅
を
取
得
す
る

方
に
対
し
奨
励
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
活
力
に
あ

ふ
れ
た
町
づ
く
り
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
に
定
住
促
進

奨
励
金
交
付
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

（
賛
成
10
・
反
対
２
で
可
決
）

　
「
現
下
の
厳
し
い
経
済
状

況
及
び
雇
用
情
勢
に
対
応
し

て
、
税
制
の
整
備
を
図
る
た

め
の
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
の
施
行
に

伴
う
改
正
や
納
税
義
務
者
の

利
便
性
、
実
情
に
応
じ
た
住

民
福
祉
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
に
税
条
例
等
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
長
年

の
活
動
実
績
が
評
価
さ
れ
、

博
物
館
の
指
定
登
録
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
名
称
の
変
更

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
歴

史
民
俗
資
料
館
設
置
条
例
と

歴
史
民
俗
資
料
館
管
理
運
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
文

化
体
育
総
合
施
設
使
用
料
金

の
算
定
基
準
の
整
合
性
を
図

り
、
施
設
利
用
者
が
公
正
な

受
益
者
と
な
る
よ
う
使
用
料

金
を
見
直
す
た
め
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

附
属
機
関
等
の
設
置
及
び

委
員
選
任
の
基
準
に
関
す
る

要
綱
に
基
づ
き
選
出
区
分
等

の
整
備
を
行
う
た
め
、
隣
保

館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者

を
定
め
る
た
め
指
定
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

【
法
人
・
団
体
名
】

　
社
会
福
祉
法
人

　
鞍
手
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
住
所
】

　

鞍
手
町
大
字
新
延
４
１
４

　
番
地
１

【
代
表
者
】

　
会
長　
松
尾　
徹

⑦ 平成 24 年１月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.93

条
例
の
制
定
・
改
正

そ
の
他
の
議
案

鞍
手
町
へ
の
定
住
の

促
進
と
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め

▼
定
住
促
進
奨
励
金
交

付
条
例
の
制
定

地
方
税
法
等
の
一
部

改
正
や
納
税
義
務
者

の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め

▼
税
条
例
等
の
改
正

鞍
手
町
歴
史
民
俗
資

料
館
が
博
物
館
指
定

登
録
を
受
け
た
た
め

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
設

置
条
例
の
改
正

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
管

理
運
営
に
関
す
る
条

例
の
改
正

鞍
手
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
施
設
料
金

見
直
し
の
た
め

▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
改
正

鞍
手
町
附
属
機
関
等

の
要
綱
に
基
づ
き
内
容

の
整
備
を
す
る
た
め

▼
隣
保
館
設
置
及
び
管

理
条
例
の
改
正

鞍
手
町
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
の
指
定

◉
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
・
熊
井
眞
理
子
氏
（
古
門
）
の

任
期
が
平
成
24
年
３
月
31
日
で
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
後
任
と
し
て
筒
井
通
仁
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

筒
つ つ い み ち ひ と

井通仁 氏（62 歳）
（１期目）

現住所　古門747番地１
任　期　平成24年４月 １ 日から
　　　　平成27年３月31日まで

新
し
い
人
事

　税条例等の一部を改正す
る条例は、福祉への寄与や
サービスの向上も含まれて
いますが、株式等の配当等
に係る所得、いわゆる不
労所得について所得税が
20％から10％に減額され
ています。
　この期間をさらに２年間
延長するという内容が含ま
れていることから、反対し
ます。

（宇田川　亮）

論

日本に４例しかない銀
ぎんせいてんかん

製天冠
（歴史民俗資料館蔵・レプリカ）
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【
要
旨
】
国
民
健
康
保
険
税
は
、
保
険

給
付
費
の
２
分
の
１
を
賄
う
こ
と
が

原
則
で
す
が
、
高
齢
者
・
年
金
生
活

者
の
割
合
が
高
い
本
町
で
は
加
入
者

の
平
均
所
得
が
低
く
、
必
要
保
険
税

の
確
保
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
本
町
議
会
は
、
国
に
対

し
て
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
を
行
う

等
、
健
全
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の

構
築
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
請
し
ま

す
。

（
送
付
先
）　 

衆
議
院
議
長　
横
路
孝
弘

参
議
院
議
長　
平
田
健
二

内
閣
総
理
大
臣　
野
田
佳
彦

総
務
大
臣　
川
端
達
夫

財
務
大
臣　
安
住　
淳

厚
生
労
働
大
臣　
小
宮
山
洋
子

（
提
出
者
）　 

福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会

会
長　
武
内
幸
次
郎

【
要
旨
】
政
府
で
は
、「
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
財
源
も
不
明
確
な
ま
ま
責
任

を
国
か
ら
地
方
に
委
ね
る
保
育
制
度

改
革
に
よ
り
、
地
域
格
差
は
広
が
り
、

家
庭
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
も
受
け

る
保
育
の
レ
ベ
ル
に
差
が
生
じ
ま
す
。

貴
議
会
よ
り
国
に
「
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
意
見
書
」

の
提
出
に
つ
い
て
採
択
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
陳
情
い
た
し
ま
す
。

（
送
付
先
）　 

衆
議
院
議
長　
横
路
孝
弘

参
議
院
議
長　
平
田
健
二

内
閣
総
理
大
臣　
野
田
佳
彦

財
務
大
臣　
安
住　
淳

厚
生
労
働
大
臣　
小
宮
山
洋
子

文
部
科
学
大
臣　
中
川
正
春

総
務
大
臣　
川
端
達
夫

少
子
化
対
策
担
当
大
臣　
蓮　
　
舫

国
家
戦
略
担
当
大
臣　
古
川
元
久

（
陳
情
者
）　 

福
岡
県
保
育
団
体
連
絡
会

代
表　
成
富
正
敏

【
要
旨
】
免
税
軽
油
制
度
は
、
平
成
24

年
３
月
末
で
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
燃

油
は
、
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。

持
続
的
発
展
が
可
能
な
農
業
づ
く
り

や
食
料
自
給
率
向
上
の
観
点
か
ら
、

農
業
者
の
所
得
確
保
を
図
る
必
要
が

あ
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
の
意
見

書
を
国
の
関
係
機
関
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
請
願
い
た
し
ま
す
。

①
農
業
用
軽
油
免
税
制
度
を
恒
久
化

し
、
免
税
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
。

②
石
油
石
炭
税
の
免
税
・
還
付
措
置

を
恒
久
化
し
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

に
よ
る
農
業
者
の
経
営
安
定
等
を
確

実
に
担
保
す
る
こ
と
。

③
23
年
度
税
制
改
正
大
綱
で
は
地
球

温
暖
化
対
策
税
を
措
置
す
る
と
し
て

い
る
が
、
農
業
者
の
負
担
が
増
加
し

な
い
よ
う
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
送
付
先
）　
衆
議
院
議
長　
横
路
孝
弘

参
議
院
議
長　
平
田
健
二

内
閣
総
理
大
臣　
野
田
佳
彦

総
務
大
臣　
川
端
達
夫

財
務
大
臣　
安
住　
淳

国
土
交
通
大
臣　
前
田
武
志

農
林
水
産
大
臣　
鹿
野
道
彦

（
請
願
者
）
直
鞍
農
業
協
同
組
合

　
代
表
理
事
組
合
長　
堀　
勝
彦

　
　
　

  

農
政
連
直
鞍
支
部

支
部
長　
相
葉
富
雄

（
紹
介
議
員
）　　
　
　
　
　

 

武
谷
保
正

【
要
旨
】
郵
便
局
の
民
営・分
社
化
後
、

サ
ー
ビ
ス
ダ
ウ
ン
が
生
じ
住
民
の
不

満
の
声
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
住
民

の
利
便
の
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
い

郵
政
改
革
法
案
の
成
立
を
求
め
る
。

　

以
上
、
貴
議
会
に
て
ご
審
議
い
た

だ
き
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
陳
情
い
た
し
ま
す
。

（
送
付
先
）　  

衆
議
院
議
長　
横
路
孝
弘

参
議
院
議
長　
平
田
健
二

内
閣
総
理
大
臣　
野
田
佳
彦

総
務
大
臣　
川
端
達
夫

（
陳
情
者
）　

鞍
手
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　
田
方
岳
真

意見書の送付
議員発議や請願・陳情により採択した事項について、国の関係機関に意見書を送付しました。

議員
発議

陳情陳情

請願

健
全
な
国
民
健
康
保
険
制
度
の

構
築
を
求
め
る
意
見
書

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

「
郵
政
改
革
法
案
の
早
期
成
立
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

（　
　
　

  

で
採
択
）

燃
油
関
係
の
税
制
措
置
に
関
す
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

（
全
員
賛
成
で
採
択
）

賛
成
10

反
対
２

　郵政民営化後の現
状等を書かれていま
すが、そのとおりだ
と考えます。
　しかし、今提出さ
れている郵政改革法
案を早期成立させて
も、現状のサービス
低下、不満の解消等
には繋がらないと考
えます。何よりも郵
政民営化自体を認め
ることになるような
意見書と考えられま
すので、反対します。

（宇田川　亮）

論



問　

こ
の
条
例
を
新
た
に
制

定
し
よ
う
と
し
た
経
過
は
。

答　

第
５
次
行
財
政
改
革
及

び
第
４
次
総
合
計
画
に
沿
っ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
宮
若

市
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

問　

定
住
促
進
と
町
外
か
ら

の
移
住
な
ど
の
効
果
は
。

答　

こ
の
事
業
は
、
経
過
措

置
を
含
め
て
19
年
間
の
事
業

で
す
。
こ
の
間
の
固
定
資
産
税

の
収
入
額
は
、
過
去
５
年
間
の

新
築
状
況
か
ら
、
約
40
軒
と

見
込
ん
で
算
定
し
ま
す
と
約

６
億
３
４
０
０
万
円
の
収
入

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
、
奨
励
金
と
し
て
交
付

す
る
額
は
４
億
１
８
０
０
万

円
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

定
住
に
伴
う
個
人
住
民
税
等

の
税
収
等
の
試
算
額
、
約

３
億
２
１
０
０
万
円
を
加
え

ま
す
と
、
全
体
の
効
果
額
は
、

約
５
億
３
７
０
０
万
円
と
試

算
し
て
い
ま
す
。

問　
人
口
増
の
見
込
み
は
。

答　

こ
の
制
度
が
続
く
10
年

間
で
年
40
世
帯
の
見
込
み
で

一
世
帯
３
人
程
と
す
れ
ば
、

最
大
１
２
０
０
人
の
増
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

問　

該
当
者
の
方
へ
の
周
知

方
法
は
。

答　

新
築
も
し
く
は
中
古
等

で
購
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、
税
務
住
民
課
が
家
屋
調

査
を
行
う
時
に
周
知
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問　

相
続
が
発
生
し
て
、
町

外
か
ら
本
町
に
転
入
さ
れ
た

方
等
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

答　

相
続
の
方
に
つ
い
て
は

対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。
例

外
的
に
、
今
ま
で
奨
励
金
を

受
け
て
い
た
方
が
死
亡
さ

れ
、
そ
れ
を
相
続
さ
れ
た
場

合
に
つ
い
て
は
奨
励
金
の
交

付
を
残
っ
た
交
付
期
間
は
認

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

問　

今
回
の
条
例
改
正
に
よ

る
影
響
は
。

答　

法
律
に
基
づ
く
改
正
で

は
、
認
定
特
定
法
人
に
対
す

る
寄
付
金
控
除
が
５
千
円
か

ら
２
千
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
、
地
方
自
治
体
が
指
定
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て
も

寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
ど
の
程
度
の
方
が

該
当
す
る
か
は
不
明
で
す
。

　

住
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
で
は
、
軽
自
動
車
に
係
る

納
期
の
変
更
と
障
害
者
の
方

の
減
免
規
定
の
年
齢
制
限
を

外
し
ま
し
た
。
こ
の
分
に
つ

い
て
は
本
年
度
の
申
請
が
71

件
あ
り
ま
す
の
で
影
響
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

問　

町
外
に
住
所
を
有
す
る

も
の
と
し
て
障
害
者
の
区
分

が
新
た
に
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
町
外
か
ら
の
利
用
者
数

と
、
新
た
な
区
分
を
設
け
た

障
害
者
の
18
歳
以
上
、
未
満

の
方
の
利
用
者
数
は
。

答　

平
成
23
年
度
で
は
、
４

月
か
ら
11
月
ま
で
の
福
祉
棟

の
入
館
者
は
２
万
１
９
３
６

名
。
そ
の
う
ち
、
町
外
の
方

が
３
０
１
５
名
で
す
。
町
外

か
ら
来
ら
れ
る
障
害
者
の
方

に
つ
い
て
は
現
状
で
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。

問　

２
年
前
、
町
外
者
の
負

担
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
、

町
外
者
の
方
の
割
合
が
少
な

く
な
っ
て
来
て
い
る
。
バ
ス

も
10
月
か
ら
無
料
の
バ
ス
が

廻
ら
な
く
な
っ
て
、
入
館
者

が
激
減
し
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
ま
す
。
最
終
的

に
は
利
用
者
の
数
を
増
や
す

た
め
に
、
町
内
外
の
区
分
を

取
り
外
す
こ
と
も
含
め
て
検

討
し
、
料
金
改
定
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

10
月
１
日
か
ら
巡
回
バ

ス
が
廃
止
さ
れ
、
す
ま
い
る

バ
ス
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
等

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
最
低
１

年
位
は
動
向
を
見
て
、
そ
の

中
で
料
金
に
つ
い
て
更
に
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
れ

ば
考
え
て
い
き
ま
す
。

⑨ 平成 24 年１月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.93

質疑・答弁から
～町長から提出された議案についての疑問点を質問～

定
住
促
進
奨
励
金
交
付
条
例

税
条
例
等
の
改
正

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
改
正

　町内に定住目的で住宅を取得す
る人に奨励金を交付するものです。
●交付対象者　平成 24 年１月２日

以降、町内に住宅を新築又は中
古住宅を購入し、平成 25 年度
から平成 34 年度までの間に固
定資産税を新たに課税された人

●交付額　固定資産税相当額
　　　　　（上限 15 万円）
●交付期間　10 年間

※交付には、住宅の広さや世帯員
の町税等の納付状況などの諸条
件があります。

定住促進奨励金
交付条例



問　

審
議
会
の
委
員
を
２
名

程
減
ら
す
中
身
だ
が
、
今
後

の
委
員
の
選
定
は
。

答　

関
係
団
体
で
は
、
同
和

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
推

進
さ
れ
て
い
る
団
体
と
考
え

て
い
ま
す
。
女
性
の
代
表
は
、

公
募
し
ま
す
。

問　

資
料
館
が
博
物
館
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
う
変

わ
っ
て
い
く
の
か
。

答　

登
録
博
物
館
に
な
っ
た

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
博
物
館

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
社
会
的
な
信
用
が

得
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
資
料
を
借

り
る
の
が
容
易
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
資
料
を
登
録
博

物
館
に
寄
贈
す
る
と
寄
付
者

が
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
公

立
の
登
録
博
物
館
は
補
助
金

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

問　

教
育
費
の
高
等
学
校
費

の
財
源
内
訳
が
変
わ
っ
て
い

る
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
。

答　

豊
翔
館
の
耐
震
工
事
に

伴
う
財
源
を
過
疎
債
か
ら
産

炭
基
金
に
振
り
替
え
て
い
ま

す
。

問　

産
炭
基
金
に
振
り
替
え

た
方
が
有
利
な
の
か
。

答　

国
の
第
３
次
補
正
に
伴

い
、
学
校
の
耐
震
化
に
伴
う

補
助
の
方
が
過
疎
債
よ
り
も

地
方
交
付
税
の
充
当
率
が

70
％
か
ら
80
％
に
な
る
こ
と

か
ら
財
源
内
訳
を
変
え
て
い

ま
す
。

問　

市
町
村
振
興
基
金
の

１
億
円
と
助
成
金
１
千
万

円
で
約
１
億
１
千
万
円
が
諸

収
入
と
し
て
上
が
っ
て
い
る

が
。

答　

こ
れ
は
宝
く
じ
の
財
源

を
使
っ
た
も
の
で
、
福
岡
県

市
町
村
振
興
協
会
が
本
年
度

と
来
年
度
以
降
で
１
０
０
億

円
を
取
り
崩
し
て
各
団
体
に

１
億
円
ず
つ
配
分
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
福
岡
県
町

村
会
の
財
政
調
整
基
金
８
億

円
の
一
部
を
取
り
崩
し
、
構

成
団
体
の
32
町
村
に
１
千
万

円
ず
つ
分
配
す
る
も
の
で

す
。

問　

歳
入
、
歳
出
両
方
に
財

政
調
整
基
金
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

本
来
で
あ
れ
ば
、
財
政

調
整
基
金
は
歳
入
と
歳
出
を

相
殺
し
、
不
足
額
を
繰
入
金

と
し
て
入
れ
ま
す
が
、
振
興

協
会
か
ら
の
１
億
円
と
町
村

会
か
ら
の
１
千
万
円
に
つ
い

て
は
、
明
確
に
す
る
た
め
に

予
算
に
計
上
し
た
も
の
で

す
。

問　

先
の
臨
時
会
で
人
事
院

勧
告
に
伴
う
職
員
の
給
与
等

が
改
定
に
な
り
、
今
回
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
が
。

答　

一
般
会
計
と
他
会
計
と

の
合
計
で
３
１
３
万
円
の
減

と
い
う
形
で
影
響
が
出
て
い

ま
す
。

問　

時
間
外
手
当
が
か
な
り

増
え
て
い
る
が
、
そ
の
要
因

は
。

答　

人
事
異
動
に
よ
る
も
の

と
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴

う
デ
ー
タ
の
移
行
作
業
な
ど

が
影
響
し
て
い
ま
す
。

問　

時
間
外
で
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
の
が
税
務
住
民

課
、
総
務
課
と
教
育
課
で
、

適
正
な
人
員
配
置
に
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
、
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答　

今
ど
う
い
っ
た
状
況
で

残
業
し
て
い
る
か
直
接
担
当

者
に
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
受
け
て

人
事
に
問
題
が
あ
れ
ば
人
事

の
配
置
の
見
直
し
が
必
要
で

す
。
今
後
分
析
し
た
上
で
対

応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
は
、
最
初
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
と
い
う
こ

と
で
競
争
の
原
理
が
入
っ
て

来
な
い
が
選
定
の
理
由
は
。

答　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の

目
的
は
地
域
住
民
の
社
会
福

祉
活
動
を
活
性
化
し
、
地
域

福
祉
の
推
進
を
図
る
も
の
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置

目
的
等
も
こ
れ
と
一
致
し
て

お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

当
該
施
設
等
の
指
定
管
理
者

に
指
定
さ
れ
て
既
に
何
年
も

経
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

ら
も
、
熟
知
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
選
定
さ
れ
た
主

な
理
由
で
す
。

　

コ
ス
ト
面
で
は
、
予
算

ベ
ー
ス
で
平
成
23
年
度
の
７

４
１
０
万
９
千
円
が
、
平
成

24
年
度
で
は
６
１
６
４
万
３

千
円
と
な
り
、
約
１
２
４
６

万
６
千
円
減
額
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

問　

効
率
的
な
管
理
等
が

や
っ
て
い
け
る
よ
う
な

チ
ェ
ッ
ク
も
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
。

答　

毎
月
報
告
書
を
出
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

事
業
内
容
も
精
査
し
な
が

ら
、
毎
年
で
す
が
指
定
管
理

料
そ
の
も
の
は
下
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

平成 24 年１月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.93 ⑩

一
般
会
計
補
正
予
算

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定

歴
史
民
俗
資
料
館
設
置
条

例
の
改
正

隣
保
館
設
置
及
び
管
理
条

例
の
改
正

登録博物館に指定されることとなった歴史民俗資料館



質
問　

平
成
22
年
度
の
入
札

工
事
と
随
意
契
約
の
件
数

は
。

町
長　

入
札
工
事
94
件
、
随

意
契
約
工
事
は
17
件
で
す
。

質
問　

発
注
件
数
に
対
す
る

町
内
業
者
の
受
注
件
数
と
受

注
率
は
。

町
長　

入
札
工
事
件
数
94
件

の
う
ち
、
町
内
業
者
の
受
注

は
88
件
で
、
受
注
率
は
93
・

６
％
。
随
意
契
約
工
事
17
件

の
う
ち
、
町
内
業
者
の
受
注

件
数
は
16
件
で
受
注
率
は

94
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

町
内
業
者
の
仕
事
が

増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町

の
税
収
ア
ッ
プ
に
も
繋
が

り
、
指
名
願
い
を
出
せ
な
い

中
小
零
細
業
者
に
も
仕
事

が
回
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
。
今
後
も
地
元
の
業
者
に

仕
事
が
行
き
渡
る
よ
う
に
受

注
率
を
維
持
し
て
頂
き
た
い

が
。

町
長　

指
名
業
者
に
つ
い
て

は
、
町
内
業
者
優
先
で
行
っ

て
い
ま
す
。
特
別
工
事
は
、

町
内
業
者
に
該
当
が
な
い
場

合
は
町
外
業
者
に
な
り
ま

す
。
指
名
は
そ
の
範
ち
ゅ
う

で
あ
れ
ば
、
小
さ
な
業
者
の

方
で
も
受
け
ら
れ
る
条
件
に

な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

地
元
個
人
業
者
の
中

に
は
、
仕
事
が
な
く
ト
ラ
ッ

ク
は
車
検
も
受
け
ら
れ
ず
借

金
で
生
活
し
て
い
る
と
の
話

も
聞
き
ま
す
。
こ
う
い
う
問

題
を
少
な
く
す
る
た
め
の
町

と
し
て
の
考
え
は
。

町
長　

本
町
は
大
き
な
公
共

工
事
が
少
な
い
状
況
で
あ

り
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は

町
で
や
っ
て
い
ま
す
。
行
政

と
し
て
仕
事
が
あ
れ
ば
、
町

内
業
者
優
先
で
と
考
え
ま

す
。

質
問　

町
内
の
工
務
店
や
大

工
さ
ん
等
、
中
小
零
細
業
者

を
救
済
す
る
方
法
と
し
て
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

が
あ
る
。
筑
後
市
で
は
、
地

元
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
大

き
く
、
重
要
な
地
域
振
興
策

で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

い
る
。
実
施
自
治
体
数
も
11

に
増
え
、
さ
ら
に
５
自
治
体

も
実
施
や
試
験
的
に
実
施
す

る
方
向
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
経
済
波
及
効
果
や
地
域
景

気
対
策
に
大
き
な
効
果
を
も

た
ら
す
、
住
宅
リ
フ
ォ
―
ム

助
成
制
度
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

現
在
、
町
で
は
緊
急

を
要
す
る
事
業
を
多
々
抱
え

て
お
り
、
今
し
ば
ら
く
時
間

を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

⑪ 平成 24 年１月 31 日発行　鞍手町議会だより　No.93

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
」
で
中
小
事
業
者
の

救
済
実
施
は

町
発
注
の
公
共
工
事
の
実
態
に
つ
い
て

町
内
業
者
優
先
で
行
っ
て
い
ま
す
（
町
長
）

須山 由紀生　議員

知りたいこと
　　 望むこと？
４人の議員が一般質問 一般質問とは、町長から提出された議案以外に、

行政に対する疑問点について質問することです。

下水道工事の様子



質
問　

町
財
政
の
健
全
化
と

ま
ち
づ
く
り
の
両
立
が
改
革

の
目
的
で
あ
る
が
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
「
協
働
」
と

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　

協
働
と
は
、
住
民
と

行
政
が
連
携
し
て
地
域
の
課

題
解
決
の
た
め
に
、
共
に
積

極
的
に
考
え
、
協
力
し
て
い

く
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
イ
メ
ー
ジ
と
将
来
像
は
。

町
長　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

の
理
念
の
下
に
住
民
の
方
々

と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
知

恵
を
出
し
合
い
協
働
と
互
助

を
基
本
姿
勢
に
、
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

質
問　

鞍
手
町
総
合
計
画
や

第
５
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン

の
新
た
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
体
が

区
と
な
っ
た
場
合
、
区
に

入
っ
て
い
な
い
方
々
へ
の
情

報
の
伝
達
や
対
応
は
。

総
務
課
長　

約
１
５
０
０
世

帯
が
未
加
入
で
す
が
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
チ
ラ

シ
を
郵
送
し
た
り
区
長
さ
ん

方
が
自
ら
チ
ラ
シ
を
持
っ

て
、
加
入
の
呼
び
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

質
問　

区
単
位
で
は
な
く
地

域
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
に

位
置
づ
け
を
変
え
、
区
民
で

は
な
く
住
民
と
い
う
考
え
方

が
協
働
の
第
一
歩
で
は
な
い

の
か
。

町
長　

住
民
の
参
加
方
法
と

思
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

区
長
、
自
治
会
が
行
政
の
末

端
組
織
で
あ
る
と
い
う
考
え

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

平
成
24
年
度
末
ま
で

に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
基
本
計
画
を
策
定
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
住
民

の
方
々
と
の
対
話
、
説
明
等

で
意
識
の
共
有
に
向
け
た
努

力
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長　

具
体
的
な
仕
組
み
や

体
制
に
つ
い
て
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
周
知
徹
底
を
図
り

取
り
組
み
ま
す
。

質
問　

計
画
に
よ
る
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て

組
織
体
制
を
整
備
す
る
と
あ

る
が
、
担
当
課
ま
た
は
専
属

の
担
当
班
を
早
急
に
作
っ

て
、
作
業
の
一
元
化
を

図
り
、
計
画
の
確
実
な
実

現
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

町
長　

窓
口
は
企
画
財
政
課

で
す
。
専
従
と
せ
ず
、
専
任

と
少
数
精
鋭
主
義
で
や
っ
て

い
ま
す
。
総
合
計
画
と
行
財

政
改
革
に
は
い
ろ
い
ろ
と
関

連
が
あ
り
ま
す
の
で
、
鋭
意

協
議
を
行
い
、
今
か
ら
計
画

を
策
定
し
て
い
く
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。

質
問　
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」の
先
進
地
で
は
、多
く

の
批
判
も
出
て
い
る
。
本
町

の
計
画
で
は
10
個
程
度
の
事

業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

事
業
展
開
に
お
け
る
町
長
の

取
り
組
み
姿
勢
は
。

町
長　

他
の
自
治
体
の
事
例

も
出
て
い
ま
す
が
、
鞍
手
町

と
し
て
は
粛
々
と
住
民
目
線

で
、
毅
然
と
し
て
や
っ
て
い

き
ま
す
。
私
の
気
持
ち
、
意

思
を
は
っ
き
り
と
皆
さ
ん
に

お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

質
問　

中
学
校
統
合
後
の
移

転
候
補
地
と
し
て
「
小
中
学

校
統
合
整
備
計
画
策
定
委
員

会
」
に
お
い
て
町
が
示
し
た

と
さ
れ
る
旧
宮
本
学
園
跡
地

は
、
売
却
に
よ
っ
て
「
か
ん

が
い
基
金
」
へ
の
返
済
に
充

て
る
と
町
長
は
公
約
し
て
い

た
が
、
ど
の
よ
う
に
履
行
す

る
の
か
。

町
長　

策
定
委
員
会
は
学
園

用
地
を
候
補
地
と
し
て
協
議

が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
売
却
し
て
基
金
に
借
り

た
金
を
返
す
と
い
う
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

質
問　

第
４
次
、
第
５
次
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
で
示
さ
れ

た
方
針
と
統
合
整
備
計
画
策

定
委
員
会
で
町
が
示
し
た
と

さ
れ
る
町
の
考
え
方
と
の
整

合
性
は
。

教
育
長　

教
育
環
境
の
整
備

が
急
務
で
あ
る
中
学
校
の
統

合
を
先
に
行
い
、
そ
の
後
に

小
学
校
の
統
合
に
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
で
、
整
合
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

小
中
学
校
統
合
後
の

学
校
設
置
場
所
を
決
め
る
際

の
検
討
項
目
や
基
本
的
な
考

え
方
は
。

教
育
長　

学
校
の
設
置
場
所

に
つ
い
て
は
、
統
合
は
対
等

合
併
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が

条
件
で
す
。

　

策
定
委
員
会
で
は
自
由
な

論
議
を
お
願
い
し
、
検
討
し
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

編
成
は

岡﨑 邦博　議員

中
学
校
統
合
問
題
は

策
定
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
（
町
長
）

協働のまちづくりについて

住民と行政が連携し、地域のために共に
積極的に考え、協力していきます（町長）

田中 二三輝　議員

行財政改革・総合計画



た
結
果
、
学
園
用
地
に
つ
い

て
は
中
学
校
教
育
に
適
し
た

校
舎
の
改
造
、
通
学
路
の
安

全
確
保
等
が
解
決
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
と
い
う
条
件
付
の

候
補
地
で
す
。

質
問　

子
ど
も
た
ち
の
通
学

方
法
の
検
討
は
。

教
育
長　

４
ｋ
ｍ
以
内
は
自

力
登
校
、
そ
れ
以
上
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
あ
る
い

は
自
転
車
通
学
と
い
っ
た
形

で
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問　

旧
宮
本
学
園
跡
地
、

北
中
、
南
中
で
４
ｋ
ｍ
圏
外

か
ら
通
う
人
数
は
。

教
育
課
長　

旧
宮
本
学
園
跡

地
の
場
合
は
84
名
、
北
中
の

場
合
は
28
名
、
南
中
で
は
35

名
が
４
ｋ
ｍ
圏
外
で
す
。

質
問　

臨
時
職
員
対
応
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
る
課
題

と
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

は
。

教
育
長　

鞍
手
町
臨
時
的
任

用
職
員
に
関
す
る
規
程
に
よ

り
、
町
費
の
学
校
事
務
補
佐

職
員
は
１
年
を
超
え
て
任
用

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

学
校
事
務
に
関
す
る
詳
細
な

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
業
務
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

質
問　

政
府
は
新
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
幼
保
一
体
化
を

含
め
、
制
度
・
財
源
・
給
付

を
一
元
化
す
る
新
た
な
制
度

と
説
明
し
て
い
る
が
、
政
府

が
決
定
し
た
中
間
取
り
ま
と

め
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
。

町
長　

国
会
で
審
議
さ
れ
る

前
に
見
解
を
述
べ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
今
の
段
階
で
は
差

し
控
え
ま
す
。

質
問　

新
シ
ス
テ
ム
の
中
身

は
現
行
の
公
的
保
育
制
度
を

解
体
す
る
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
市
町
村
は
保
育

の
実
施
義
務
が
な
く
な
り
、

保
育
の
必
要
性
の
有
無
な
ど

を
決
め
る
業
務
だ
け
に
な
っ

た
り
、
利
用
者
負
担
は
所
得

に
関
わ
ら
ず
応
益
負
担
が
導

入
さ
れ
た
り
、
認
可
制
度
が

事
業
者
指
定
制
度
に
な
っ
て

事
業
者
任
せ
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。

　

町
が
中
身
を
全
く
知
ら
な

い
の
で
は
、
子
育
て
に
責
任

を
持
つ
町
と
し
て
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
。

町
長　

質
問
者
が
言
わ
れ
ま

す
こ
と
に
つ
い
て
は
良
く
理

解
は
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

辺
は
ま
だ
詰
め
て
お
り
ま
せ

ん
。
行
政
と
し
て
も
鋭
意
取

り
組
み
、
勉
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。

質
問　

緊
急
経
済
対
策
と
し

て
地
方
に
配
ら
れ
た
補
助
金

や
交
付
金
の
う
ち
、
雇
用
や

経
済
対
策
で
、
現
時
点
の
福

岡
県
で
使
い
切
れ
て
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
23

年
度
当
初
で
創
設
さ
れ
た

基
金
の
数
は
20
基
金
で
、
積

立
総
額
は
約
１
４
２
５
億
円

で
す
。
平
成
23
年
度
当
初

予
算
ま
で
の
取
崩
し
額
は

１
２
７
８
億
円
と
な
っ
て
お

り
、
約
１
４
７
億
円
が
未
執

行
額
で
す
。
こ
の
未
執
行
額

も
平
成
23
年
度
予
算
の
事
業

費
分
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
使
い
切
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

質
問　

今
回
の
基
金
で
は
な

く
て
新
た
に
民
主
党
政
権
に

変
わ
っ
て
使
え
る
も
の
で
積

残
し
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
常
に
情
報
を
仕
入
れ
て

活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

町
長　

十
分
精
査
し
て
取
り

組
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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小
中
学
校
の
学
校
事
務
に

つ
い
て

緊
急
経
済
対
策
等
の
活
用

に
つ
い
て

宇田川 亮　議員

子ども・子育て新システムについて

鋭意取り組み、勉強します（町長）

旧宮本学園跡地（小牧）
内が学園用地

町立の保育所（写真は古月）

中央公民館

剣
南
小
学
校



　

町
立
病
院
で
は
、
良
質
な

医
療
の
提
供
と
経
営
の
健
全

化
を
継
続
的
に
両
立
さ
せ
る

た
め
、
平
成
23
年
５
月
に
医

療
や
病
院
経
営
に
関
し
て
精

通
し
て
い
る
人
や
住
民
代
表

に
よ
る
外
部
経
営
検
討
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
過
程
で
は
、
公
営

企
業
法
全
部
適
用
と
地
方
独

立
行
政
法
人
化
（
非
公
務
員

型
）
の
２
つ
に
絞
ら
れ
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
は
地
方
独

立
行
政
法
人
化
が
町
立
病
院

及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
の

あ
る
べ
き
経
営
形
態
で
あ
る

と
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

問 

地
方
独
立
行
政
法
人
化
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

メ
リ
ッ
ト
は
、
経
営
の

責
任
と
権
限
が
明
白
に
な
る

と
と
も
に
、
機
動
性
・
弾
力

性
が
向
上
し
、
多
様
な
雇
用

形
態
や
業
務
量
に
応
じ
た
人

員
配
置
、
年
俸
制
・
業
績
給
・

資
格
手
当
等
の
独
自
の
給
与

制
度
が
可
能
に
な
る
こ
と
で

す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
移
行
に

際
し
独
自
の
会
計
シ
ス
テ
ム

等
の
開
発
や
不
動
産
鑑
定
料

が
必
要
で
あ
り
、
評
価
委
員

会
の
設
置
や
毎
年
度
の
評
価

事
務
に
多
大
な
時
間
と
労
力

を
要
し
た
り
、
争
議
権
の
行

使
が
あ
っ
た
場
合
に
は
町
民

に
迷
惑
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
約
９
億
円
の
退
職

手
当
の
積
み
立
て
や
医
師
の

給
料
の
業
績
給
化
に
よ
り
人

件
費
が
増
え
る
こ
と
で
す
。

問　

旧
宮
本
学
園
と
同
じ
よ

う
に
な
る
こ
と
を
危
惧
す
る

が
。

答　

採
算
性
を
重
視
す
る
あ

ま
り
、
不
採
算
部
門
の
切
り

捨
て
に
つ
な
が
ら
な
い
か
ご

心
配
と
は
思
い
ま
す
が
、
地

方
独
立
行
政
法
人
は
公
的

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
的
と

し
た
、
町
が
１
０
０
％
出
資

す
る
町
の
直
営
病
院
で
す
。

　

現
在
、
町
立
病
院
が
提
供

し
て
い
る
医
療
サ
ー
ビ
ス

は
、
独
立
行
政
法
人
化
後
も

何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問　

施
設
の
建
て
替
え
時
期

の
計
画
は
。

答　

建
て
替
え
は
、
現
在
地

で
は
不
可
能
で
す
。
耐
震
化

の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
評
価

委
員
会
が
作
成
す
る
中
期
目

標
に
沿
っ
て
病
院
側
は
中
期

計
画
を
立
て
、
新
築
移
転
等

も
盛
り
込
ま
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

問　

赤
字
に
な
っ
た
時
の
財

政
的
な
関
わ
り
は
ど
う
か
。

答　

自
治
体
病
院
と
し
て
は

何
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

理
事
長
は
ど
う
い
う
形

で
選
出
さ
れ
る
の
か
。

答　

理
事
長
は
町
長
か
ら
任

命
さ
れ
ま
す
。
先
進
地
で
は

医
師
が
理
事
長
を
務
め
て
い

ま
す
。

問　

理
事
長
に
権
限
が
集
中

す
る
た
め
、
選
任
に
当
た
っ

て
の
手
続
き
を
含
め
て
、

し
っ
か
り
し
た
も
の
を
出
し

て
い
た
だ
き
き
た
い
が
。

答　

選
任
に
あ
た
っ
て
は
、

事
業
に
関
し
て
高
度
な
知
識

及
び
経
験
を
有
す
る
者
、
事

務
及
び
事
業
を
適
正
か
つ
効

率
的
に
運
営
す
る
こ
と
が
で

き
る
者
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る

人
が
理
事
長
に
な
り
ま
す
。

問　

理
事
長
と
院
長
は
別
に

置
く
の
か
。

答　

ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
理
事
長
と
院
長
を
兼

務
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

問　

今
、
働
い
て
い
る
職
員

が
公
務
員
で
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
辞
め
る
人
も
い
る

と
思
う
が
、
そ
の
人
数
把
握

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

民
間
の
給
料
調
査
で

は
、
看
護
師
の
初
任
給
は
、

公
立
病
院
よ
り
民
間
病
院
の

方
が
２
万
円
ほ
ど
高
い
状
況

で
す
。
来
年
度
か
ら
の
募
集

は
独
立
行
政
法
人
職
員
と
し

て
の
採
用
試
験
を
す
る
予
定

で
す
の
で
、
初
任
給
を
引
き

上
げ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
、
現
在
も
職
員
が

不
足
し
て
い
ま
す
の
で
、
何

と
も
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　

ス
ト
ラ
イ
キ
等
が
あ
っ

た
場
合
に
は
町
民
や
患
者
さ

ん
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
は

な
い
か
。

答　

職
員
組
合
に
は
争
議
権

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
な
ら

な
い
よ
う
に
三
六
協
定
等
を

結
び
ま
す
の
で
、
こ
の
中
に

そ
う
い
う
話
を
あ
げ
て
お
か

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
患
者

さ
ん
や
住
民
の
方
に
迷
惑
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
い
ま
す
。

問　

地
方
独
立
行
政
法
人
に

移
行
す
る
場
合
に
、
職
員
は

い
っ
た
ん
退
職
し
て
再
雇
用

と
い
う
形
に
な
る
の
か
。

答　

公
営
企
業
か
ら
移
行
し

ま
す
の
で
、
移
行
型
独
立
行

政
法
人
と
い
う
こ
と
で
、
退

職
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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鞍
手
町
立
病
院
及
び
介
護
老
人

保
健
施
設
の
経
営
形
態質

疑
と
応
答

町立病院と介護老人保健施設

全
員
協
議
会

平
成
23
年
11
月
25
日
、
町
議
会
で
は
全
議
員
で
組
織
す
る

全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
鞍
手
町
立
病
院
経
営
形
態
検

討
委
員
会
及
び
小
中
学
校
統
合
整
備
計
画
策
定
委
員
会
の

こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
と
泉
水
地
区
の
赤
水
対
策
に
つ
い

て
、
町
当
局
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
、
質
疑
と
応
答
を
交
え
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



　

国
が
示
す
基
準
で
は
、
１

つ
の
学
校
の
学
級
数
は
12
学

級
以
上
18
学
級
以
下
を
適
正

規
模
と
し
て
い
ま
す
が
、
本

町
に
こ
れ
を
満
た
す
学
校
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
教
育
を
重
視

し
た
学
校
の
再
編
に
つ
い
て

検
討
す
る
た
め
、
鞍
手
町
小

中
学
校
統
合
整
備
計
画
策
定

委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

学
校
再
編
は
、
全
町
的
な

視
点
で
の
検
討
が
必
要
で
す

が
、
ま
ず
は
鞍
手
北
・
鞍
手

南
の
両
中
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
学
校
の
統

合
は
早
急
に
行
う
必
要
が
あ

る
と
の
結
論
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
統
合
後
の
学
校
設
置
場

所
は
、
対
等
合
併
を
条
件
に

検
討
し
、
課
題
は
あ
る
も
の

の
、
早
い
時
期
の
統
合
を
考

え
て
、
専
門
学
校
跡
地
を
候

補
地
と
し
ま
し
た
。

問　

今
後
予
想
さ
れ
る
ク
ラ

ス
の
編
成
は
。

答　

現
状
は
、
南
中
学
校
は

１
年
生
が
１
学
級
、
２
年
生

が
２
学
級
、
３
年
生
が
法
的

に
１
学
級
で
す
。
北
中
学
校

は
、
各
学
年
３
学
級
、
全
体

で
９
学
級
で
す
。
統
合
し
て

も
今
の
推
移
で
い
く
と
、
平

成
31
年
ま
で
は
12
学
級
が
続

き
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
11
学

級
、
９
学
級
と
、
20
年
後
ぐ

ら
い
に
は
統
合
し
て
も
全
校

で
９
学
級
に
な
り
ま
す
。

問　

北
中
か
南
中
に
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

答　

ど
ち
ら
か
に
す
る
と
吸

収
合
併
に
な
る
た
め
、
両
校

の
位
置
を
外
し
て
専
門
学
校

跡
地
の
方
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
結
論
で
す
。

問　

２
つ
の
跡
地
の
利
用
方

法
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　

北
中
、
南
中
を
使
わ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

処
分
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

問　

買
収
や
改
築
等
の
費
用

は
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
の
か
。

答　

新
規
に
土
地
を
取
得
し

て
新
校
舎
を
建
て
る
と
20
億

円
近
く
か
か
り
、
専
門
学
校
を

利
用
し
て
校
舎
の
増
改
築
や

プ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体

育
館
を
整
備
す
る
と
、
10
億

円
程
度
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

問　

ま
だ
ま
だ
工
夫
の
余
地

が
あ
る
。
も
う
少
し
厳
密
に

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

答　

今
の
専
門
学
校
が
中
学

校
と
し
て
使
い
勝
手
が
良

く
、
機
能
的
な
校
舎
に
な
る

と
い
う
こ
と
が
第
１
条
件
。

次
に
、
安
全
安
心
な
通
学
路

の
整
備
や
交
通
手
段
に
つ
い

て
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
が
ク
リ
ア
で
き
れ

ば
専
門
学
校
跡
地
を
候
補
地

と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

問　

教
育
的
な
こ
と
か
ら
考

え
れ
ば
、
中
学
校
よ
り
も
小

学
校
の
方
が
深
刻
だ
。
小
中

同
時
に
答
え
を
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

答　

人
生
の
中
で
一
番
多
感

な
時
期
は
中
学
で
す
。

　

例
え
ば
、
部
活
１
つ
を

取
っ
て
も
、
現
状
で
は
北
中

の
部
活
は
14
あ
り
ま
す
が
、

南
中
は
団
体
競
技
に
出
る
男

子
・
女
子
を
別
に
し
て
、
そ

れ
を
数
え
て
も
６
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は

色
々
学
び
た
い
時
期
に
選
択

肢
が
な
い
の
で
す
。
極
端
に

言
え
ば
、
３
学
級
の
学
校
に

な
り
ま
し
た
ら
、
部
活
も
２

つ
し
か
持
て
ま
せ
ん
。
野
球

と
陸
上
だ
け
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
時
期
に
そ
う
い
う
教
育
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
中
学
校
の
統
合

を
先
ず
や
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
考
え
で
す
。

　

泉
水
地
区
の
赤
水
対
策
に

は
、
３
箇
所
の
湧
水
を
処
理

す
る
施
設
整
備
に
約
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
土
地
が
必
要
で
、

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
独
立
行
政
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
）
か
ら
は
泉

水
地
区
の
一
角
と
、
じ
ん
芥

処
理
施
設
組
合
が
所
有
す
る

土
地
で
整
備
を
し
た
い
と
申

し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
宅
移
転
は
、
土
地
代
・

建
物
等
を
す
べ
て
補
償
費
と

し
て
町
が
受
け
取
り
、
町
で

施
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
対
象
戸
数
は
約
20
棟
で

40
戸
ほ
ど
あ
り
、
地
元
の
役

員
に
は
基
本
的
な
説
明
を
し

て
い
ま
す
。

　

赤
水
の
処
理
は
、
水
を
集

め
て
中
和
処
理
し
、
河
川
に

自
然
放
流
す
る
方
法
で
す

が
、
機
械
処
理
と
し
て
薬
品

処
理
し
な
が
ら
、
固
化
し
た

浮
遊
物
を
産
業
廃
棄
物
と
し

て
持
ち
出
し
ま
す
。

問　

近
辺
に
民
家
が
あ
る

が
、
十
分
な
説
明
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

答　

民
家
へ
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が

協
議
に
行
き
、
概
ね
合
意
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問　

処
理
施
設
が
で
き
た
後

は
町
に
移
管
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
最
終
的
に
ず
っ
と

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
が
管
理
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

答　

現
時
点
で
は
移
管
の
話

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
移
管

と
い
う
話
で
あ
れ
ば
相
当
検

討
し
な
い
と
簡
単
に
は
受
け

取
れ
ま
せ
ん
。
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中
学
校
統
合
協
議
の
経
過

泉
水
地
区
の
赤
水
対
策

旧宮本学園跡地（正門から）

泉水地区の赤水疎水口

質
疑
と
応
答

質
疑
と
応
答



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
鞍
手
町
議
会
議
長
　
川 

野 

高 

實

議
会
を
傍
聴
し
て

ち
ょ
っ
と
一
言

　
新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
集
中
豪
雨
、
竜
巻

な
ど
自
然
災
害
が
猛
威
を
振
る
っ
た
年
で
し
た
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
町
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
へ
の
備
え

も
含
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
豊
か
で

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
創
意
工
夫
を
重

ね
な
が
ら
、
ま
た
議
会
の
使
命
で
あ
る
行
政
の
監

視
を
町
民
の
立
場
に
立
っ
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
が
、
多

く
の
方
が
傍
聴
さ
れ
て
い
て
関
心
の
高

さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活
力
あ
る
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に
は
、

行
政
、
議
会
、
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

諸
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、

民
意
を
議
会
に
反
映
し
て
い
た
だ
く
議

員
の
方
々
に
は
、
民
意
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
し
っ
か
り
意
思
疎
通
を
図
っ
て
、

把
握
し
て
解
決
に
あ
た
り
、
生
き
が
い

の
あ
る
町
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
新
延
本
村
区　
真
鍋　
坦
さ
ん
）

　

傍
聴
席
が
後
部
に
あ
る
関
係
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
発
言
者
の
声
が
小
さ

く
、
内
容
が
わ
か
ら
な
い
。
傍
聴
者
も

大
切
な
時
間
で
す
の
で
、
わ
か
る
よ
う

に
発
言
し
て
く
だ
さ
い
。
議
長
も
発
言

指
名
に
は
大
き
な
声
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
マ
イ
ク
を
持
っ
て
発
言
し
て
い
る
が
、

扱
い
方
が
悪
く
、
聞
き
取
り
困
難
で
あ

る
。
良
い
と
き
と
悪
い
と
き
が
あ
る
が
、

調
整
し
て
も
ら
っ
て
良
好
に
な
っ
た
の

で
、
し
っ
か
り
調
整
し
て
議
会
の
開
催

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
木
月
区　
小
南　
勝
さ
ん
）

発
行
責
任
者

議
会
議
長  

　
川
　
野
　
高
　
實

編
集
ス
タ
ッ
フ

委 

員 

長  

　
岡
　
﨑
　
邦
　
博

副
委
員
長  

　
宇
田
川
　
　
　
亮

委
　
　
員  

　
田
　
中
　
二
三
輝

委
　
　
員  

　
熊
　
井
　
照
　
明

委
　
　
員  

　
須
　
藤
　
敏
　
夫

委
　
　
員  

　
須
　
山
　
由
紀
生

議会を傍聴しませんか。
議会はだれでも傍聴できます。
受付は、当日に議会事務局で行います
ので、不明な点はお尋ねください。
■問い合わせ　議会事務局まで
　☎ 42 局 2111 番（内線 331）

次回は、３月議会です。
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昨
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
は
、
地
震
災
害
と
津
波
災
害
、

さ
ら
に
原
発
災
害
や
風
評
被
害
を
も
伴

い
空
前
の
巨
大
複
合
災
害
と
な
り
ま
し

た
。

　
災
害
発
生
か
ら
十
ヵ
月
が
経
っ
た
今

も
、
現
地
に
は
い
ま
だ
四
千
人
近
い
行

方
不
明
者
が
残
さ
れ
、
七
万
人
を
超
す

避
難
者
が
、
遠
く
の
避
難
先
や
壊
れ
た

自
宅
で
、
見
通
し
の
立
た
な
い
不
自
由

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
未
曾
有
の
災
害
が
二
度

と
起
き
な
い
こ
と
と
一
日
で
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
町
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
・
読
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
作

成
に
編
集
委
員
一
同
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
、
是
非
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

（ 

須
山
　
由
紀
生 

）

■
編
集
後
記

表紙の紹介
１月９日に八剣神社で行わ
れたどんど焼きの様子で
す。どんど焼きは、お正月
のしめ飾りなどを各家庭か
ら持ち寄って焼き、無病息
災や商売繁盛など、新年の
幸福を祈る伝統行事で、こ
の時期に全国的に見られる
風物詩です。


